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事業報告

食と防災シンポジウム2015

「備えてまっか～！まさかの時の食IV」

Symposium　2015；Food　and　Nutritional　Problems　following　Diaster

“For　Emergency－to　keep　your　diet”

太田美穂・宮谷秀一
多門隆子・竹山育子
堀野成代・角田綾香

キーワード　食、防災、共助・公助、水分補給、経口補水液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上養成大学として、より積極的に学生の防災に

　　　　　　はじめに　　　対する意識や理解を深める取り組みを進めてき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　災害から個人や家族、地域を守るためには、　　本稿では、平成27年度「食と防災シンポジ

私たち一人一人が災害への認識を深め、備えを　　ウム」全体の紹介と発達栄養学科の取り組み

強化する事が重要である。発達栄養学科では　　「若い世代に伝えたい1食と防災」について報

2012年から産官学連携事業の一環として、9月　　告する。

の「防災月間」に食と防災の視点から、自助

（個人）・共助（地域や大学など）・公助（行政、　　　　1　食と防災シンポジウム

病院）の必要性の理解を深めるためにシンポジ　　　　　　実施内容の概要

ウムを実施している。それぞれの立場で日頃の

備えを見直し具体的な取り組みが実践できるよ　　　当日の実施内容は次のト11に示すとおりで

うに、大阪府民、食の専門家ならびに大学生を　　ある。

対象にシンポジウムを企画している。今日、大

学は「共助」の立場からも広く地域との連携・　　1．開催時期（日時）

支援を考えていくことが益々重要でそのための　　　　平成27年9月7日（月〉

多様な取り組みが望まれている。　　　　　　　　　13時20分～16時10分

　発達栄養学科では、2013年度からシンポジ

ウムの一環として学科展示を実施し、管理栄養
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2．開催場所　　　　　　　　　　　　　　　　7．協賛

　　相愛学園本町学舎講堂　　　　　　　　　　　　大塚製薬株式会社大阪支店、大阪府焼菓子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥業組合

3．参加者数　　　　　　　　　　　　　　　　　8．開催内容

　　360名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）開会挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府健康医療部保健医療室　健康づ

4．参加者の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり参事　　　　　　辻　　幹人氏

　　一一般府民、食生活改善推進員、大阪府・市　　　　（2）第一部：シンポジウム

　　町村等行政関係者、学生、食品企業等関係　　　　　・講演「メディアから見た防災現場のル

　　者等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポや新しい食」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読売テレビ報道局解説委員

5．主催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高岡　達之氏

　　相愛大学、大阪府、農林水産省近畿農政局　　　　（3）第二部：パネルディスカッション

　　大阪地域センター、大阪青山大学、　　　　　　　　「地域との共助を考える」

　　（公社）大阪府栄養士会　　　　　　　　　　　　・プレゼンテーション1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「発達栄養学科の取り組み」

　　　　　　　，・、　　，　　　　　　　　　　　　　　　相愛大学人間発達学部教授

　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮谷　秀一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・プレゼンテーションH

　　　　鰍わ靭蒜蝋輪弄　　　　「災割寺の応援酬を澱の取り継

　竺蕊蕊漂㌫舗蕊温㌫ll㌫培漂茎蒜蒜蒜認蒜　　　　　　　より考える」
　涼吟もた¢にこのシン評ゴウム宅罰館し雷す∀Oご竣くカ’．〔L・．

圏聴熟盟賠

聞
皇

　人阪赤十字病院栄養係長

　　　　　　　　　　　伊藤　大翼氏

・プレゼンテーション皿

　「今、子どもを守る防災とは」

　相愛大学客員教授　農林水産技術会委

　員　　　　　　　　　坂本　廣子氏

【パネリスト】

　　　　伊藤　大翼氏、坂本　廣丁氏

　顧ロ撒．駆編蹴斑鰻…一疏姪．柵脚酬・緬曽埋　　　　　　【コメンテーター】大阪青山大学教授、
　ががぬオロきばほ　ぽほロほズ　ゐほまきびきおロ　エぼお

『＝篇芸芸報用チラシ　　　・矧・次1坂府栄養士会会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原　政嘉氏

6．後援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【コーディネーター】相愛大学人間発達

　　健康おおさか21・食育推進企業団、大阪　　　　　学部教授　　　　　　　　宮谷　秀一

　　府食生活改善連絡協議会、人阪市食生活改　　　　（4）閉会挨拶

　　善推進員協議会　　　　　　　　　　　　　　　　農林水産省近畿農政局大阪地域センタ
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　一長　　　　　　　　中山　直子氏

【司会進行】大阪府健康医療部　保健医

療室　健康づくり課　　浅野　T一晶氏

9．展示コーナー（12：30～16：20）

①「地域と連携した食と防災」

　　　　　　　　　　　大阪府保健所栄養士

ぎ「大阪産（もん）の紹介」

　　　　　　　　　　大阪府環境農林水産部

‘瓢．「見てわかる実践台所防災」

　　　　　　相愛大学客員教授　坂本廣子氏

④「若い仲間に伝えたい1　食と防災皿」

　　　　相愛大学人間発達学部発達栄養学科

10，会場の設営、打ち合わせ、アンケートの実

　施
　当日の会場設営、受付、後片付けなどに相愛　　第　部　パネルディスカッション「地域との

大学人間発達学部発達栄養学科の学生（2回　　共助を考える」

生）が打ち合わせから参加、終日ボランティア

として活動した．

1・当日の様子　　　　　；糠　鐵難
第　部　シンポジウム

　「メディアから見た防災現場のルポや新しい　　　　　　　　　　s　c　l麟

食」
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展示コーナー　（12：30～16：20）

【地域と連携した食と防災】

鍵＿健所⌒，
。二癒灘難聾鑛・　　・　　相愛大学額教授坂本廣子氏

　　　　一　　　　　刀　　　　　　　　　　H　発達栄養学科の取り組み

【大阪産（もん）の紹介】

　相愛大学人間発達学部発達栄養学科では「食

と防災シンポジウム2015」の開催に当たり、

「若い仲問に伝えたい1食と防災皿」を標語と

して、若い人たちの防災意識調査及び災害時に

重要な飲料水についての展示を企両した、

　若い人たちの防災に対する意識については、

発達栄養学科学生3年生を対象（55名：男6

名、女49名）に、防災に関するアンケート調

査を行い、その結果をまとめて解析を行った、

　　・魏御｝嚢㍗、　　　ており・本震災の記憶はないが・高校1牲の

伽魂灘麗　∵璽i讃｛騰：驚：

蟻誌＿　　　　校「［寺代（38％1・高等学校‖寺代（38％）と！じ

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　割合で最も多く、中学校時代（16％）、大学時
　　　　謬　穰・菩　。　代（，％、、その他（，％）を鍋。せると類
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（100％）が防災への関心を持っていた。質問　　なった。さらに質問「自助、共助、公助という

「防災について関心をもつきっかけはなんです　　言葉を知っていますか」に対しては、聞いたこ

か」について複数回答を可として尋ねたとこ　　とはあるが十分説明できない（75％）、聞いた

ろ、テレビなどのドキュメンタリー（32票）、　　ことがない（22％）内容を説明できる（4％）

学校での取り組み（29票）、家族や友人との会　　で、災害における自助・共助・公助の意味が分

話（9票）、その他（5票）、地域での取り組み　　からない者が（97％）と大多数を占め、若い世

（4票）で、防災教育の行われている学校教育　　代では防災に対する知識がかなり不足している

よりもテレビの番組の方が影響力が強いことが　　ことが分かった。

わかった。学校での防災教育の在り方に更なる

工夫が必要かもしれない。

■小学校

■中学

Q3．防災について関心をもつきっかけは何ですか

　　　　　　（複数回答可）

め

懸灘灘灘灘難醸灘

■ある

■少しはある

冒全くない

■その他

冒内容を説明できる

■聞いたことがあるが十分説明できない

口書葉を聞いたことがない

目その他

　このように災害に関する経験が少なく、知識

も十分でない若い世代に対しては、本シンポジ

　質問「現在防災に関して日常生活の中で心が　　ウムのような防災意識の具体化を進めるための

けていることがありますか」に対しては、あま　　啓蒙活動を繰り返し行っていく必要がある。こ

りない（60％）、全くない（13％）、すこしはあ　　れらの調査結果については本シンポジウムの冒

る（23％）、ある（4％）で、全くないとあまり　頭部分でパワーポイントを用いて紹介するとと

ないと回答した両方を合わせると73％と多数　　もに、展示コーナーにおいて、調査結果のグラ

の者が防災への関心はあるにもかかわらず具体　　フと解説を記載したパネル展示を行った。

的な防災行動には至っていない実態が明らかと　　　展示コーナーでは「若い仲間に伝えたい1食
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と防災皿」と題して発達栄養学科の太田研究室　　供給すればむせることなく水を摂取することが

と竹山研究室がプロデュースした「水」に関す　　できる。

る展示を行った。　　　　　　　　　　　　　　　本展示ではオレンジ寒天、野菜ジュース寒

　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　天、お茶寒天、経口補水液寒天、ポカリスエッ

　　　圃瓢糞翻　　；読ご㌶：㌶：鷺篇≧
　　　　　　　　　　　　ゴ　〆プ　鞘

ご誕膿爆翻　㌫㌫：麸露㌶鷲罐
三、難＿鷺轟雛　　 て繊庫力櫟しなくな・て岨日間は不・」用で

　張　　　　計＾1難…鑓欝、毒　　　一　誓‖　　きる一また平常時に作成後数LI間が経過したも

．欝肇霧灘翻醗？繍≧1二型豊⊇竃
に限らず、元気な世代でも高温の季節での災害

時には水分不足から熱中症になることも考えら

れる．そこで、平素から経口補水液を家庭で作

成して冷蔵庫に保存しておくと災害時の熱中症

予防対策となる．そこで自家製経［補水液の簡

単作成レシピを展示するとともに、商品化され

ている経口補水液の実物展示も行った、

え、食事量自体も制限されるため食事に由来す　　　　　’一

災害時には飲料水確保が困難になることに加　　　．。．　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　臨緬　　　　　　　　　・聴÷⇒⊆1～　　　　　　　　　、ぺ

る水分摂取量が減少しやすいことも水分不足に

拍車をかける。また、トイレを頻繁に使用した

くないため、水分摂取を控えることも水不足の

原因となる。一方、小児では生理的に体水分含

有率が高く、この状態を維持することが必要で

あるが、体温調節機能や体水分調節機能が未熟

であるため、突然に水不足状態に陥る恐れがあ

水分不足粧じやすいルたがって小児縞齢　鍵　　，鱗⌒ブ購繍

困難な小児や高齢者の場合、寒天ゼリーの形で
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4．展示資料

相費大学人筒痴趨学■1尭違栗養学唱　　　1和H

出良：■剛憎集中直竃㎜ニユ7ルよサ鎗待

★水分そのものでの摂取が菌難な高齢者でも摂取できる！

★水分補給を嫁がる子どもも寒天ゼリーなら食べることができることも。

★災寄時、周■の人に配り、助け合いも可能！

★材料となる飲料を使い分けることによって、カリウム、ビタミン、着分などの繍給も可能！

　一　《各分牽ま下記参考）

　1．水に粉寒天を入れて溶かし、火にかけ沸騰させる。

　2．火からおろした後、ジュース、砂曽などを加え、翌に入れ■まったら亮威。

顯翻鱒麟鱒縣醗灘難顯塔購纈獺鱒鱒灘灘麟麹さ購
オレンジジュース1000c　野墓ジュース5000　お茶｛鷹うじ茶）2000c　氷200◎c　　　　ポカリスエット100ぽ

水100。。　　　　水因。。　　　智皐天1為　　　　翰寒天違　　＊100ロ・

器㌢亀　　器㌃㎏　　　　　裳版　畿L亀

　　　　　　　　　　　　　　若い仲間に伝えたい！食と防旋　　　太田研殖（太田・角田）
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…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の1かにrガーで　‘　　二が　　！
★ガーつなに？？★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竈天‥・予ングサやオゴノリなどの潟萬

アガーの原材料はカラギーナン（灘藻）　　　　　　ゼ”ン…牛や鋤骨鞭に舘　
アガーはゼラチンや寒天よりも仕上がりの透明感があり、

プルツとした食感が特徴。

★アガー　　ったゼ1一の　‘　★幡分量は下蹄⑨ヱた圭塞一

；：懸竃鵜遼鑑麓箋鐵辮鷲　麟
3．火を止めてから、ジュースなどを加え、型に入れ固まったら完成。

醸藤鍾翻　瀬難彌，、幾　s灘薩翻　灘憩藤籔懸塁　。麟　繍懸i

また、レシピ興W。硬さやt抱離欝蕎轟i　　　　　　糞f

経・補水液6脱水働れ㌫撚瀧還醐
経ロ補水液とは…　　　　こ　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’　　R”　　　二

スポーツドリンクとは有が遠うの？？

？一殻的にスポーツドリンクは縫口補水液よりも電解賞浪度が低く、●質識度が寓い組虞になっている。

　過常の水分・電解質補飴であればスポ」ツドリンケでOK！

経口補水液の作り方

藷驚織㌍璽　曇…黙瓢ぽ

水珈　　③ジノ’乳児（噛来蜘～…

騨淫1　　　　旧¢　　9エ
｝∀刀　　　400向茄0吊L　1｝～1泊rL．k

3t・月　　　750向部0刊L　4“1油L‖；

口、　　　　950吋100悟L　　き3酎F…6r竃し｝貝

1　　　　ザ5ρ～1禦｝伽L　　1㊤匿獅しト尾

猿　　　1350w1萄OhL　“＾回獅Lkr

4責　　1600錫19σo祉　　①那〔“〕㎏

∈歳　　　1θ，0㌔2芳ふ」　郎へ1斯1しk

享童　　　　　　　　　斯むk6
顧　　　　　　　　　　ヨhじL

★作り方★

莞緩碧罐麩壊み財側就　　　　鯖禰・㎎・槻額鮪繊㎜一
（λれすぎると是鞠の■分で■収が悪くなるのでレモン皐分種度が8安）

※注意※

一度に大量に飲字ないでください◆

一気に飲んでしまうと塩分がそのまま犀として鯵漉されてしまいますので、

酬口をか｛ナて少しずつゆっくり飲むのがポイントです。

塩分を領■されている方は、匿師、藁翻師、管庖彙養士にご相績ください．

竹山碍究謹1償床栄鍵学分野）

旬恒

脳囲一）
劇｝舶パ

■

08－■

燗
舗

　　　　　　　　　　　　　　　や電■慣緒・

　　輻刷謝も
（　　　　　　　　　　　　　　　》

●
ロ

●
＊埴

●ロ■ホロ
《断ップノ“’』 ● 靭モン鳳

7タア縛一●
　　鳴⑨ “ 一硫“ロロ」
7タアソリタ

醐
　　　　脚庫創Eぜり一も払o　　　　奉脅電●｛

ポ”煩工●
t禽厚紺噂 梧 伺一．イ枢o創竃港ス▲一太●■ぽ引冑冑鱒輪

倉
淳

餓
肩

禽

　7ク3リアス
旧事・ぬ一つ’ 頷●　　一』

悟敏←」．←参測●勃
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ってくる災害に対応するためiこは、日頃から繰

　　　　　　　さいごに　　　 り返し防災意識の刺激と備えを行っておかなけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ればならない。本活動が大阪・大阪周辺地域の

　今年度の食と防災シンポジウムの講演では読　　皆様の命を守ることに少しでもお役にたてるこ

売テレビ報道局解説委員高岡達之氏による、映　　とができれば、それは相愛大学教職員にとって

像を使わず聴衆に近づき語りかける独特のスー　　無上の喜びである。

パープレゼンテーションで、記者が災害現場で

見た本当に役立つものや、最悪の食事環境であ　　　謝辞

る戦場での食事に学ぶ防災食などについて解説　　　「食と防災シンポジウム2015」での発達栄養学
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